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１

　

タ
ラ
ワ
環か

ん

礁し
ょ
うの
礁

し
ょ
う

湖こ

か
ら
は
、
黒
煙
が
立
ち
上の

ぼ

り
続
け

て
い
た
。

　

赤
い
光
が
、
沖お

き

合あ

い
か
ら
見
え
て
い
る
。

　

昼
間
に
来
襲
し
た
一ベ

テ

ィ

式
陸
攻
の
爆
撃
を
受
け
、
被
弾
し
た

輸
送
船
が
、
燃
え
続
け
て
い
る
の
だ
。

　

タ
ラ
ワ
の
北
、
二
九
〇
浬カ

イ
リ
の
地
点
に
あ
る
メ
ジ
ュ
ロ
環

礁
に
は
、
日
本
軍
の
航
空
基
地
が
置
か
れ
て
い
た
が
、
同
地

は
九
月
三
日
の
タ
ラ
ワ
沖
海
戦
（
ギ
ル
バ
ー
ト
沖
海
戦
の
米
側

公
称
）
に
先
立
ち
、
空
母
「
ワ
ス
プ
」
の
艦
上
機
が
叩
い
た
。

　

メ
ジ
ュ
ロ
の
飛
行
場
が
復
旧
さ
れ
、
機
能
を
回
復
し
た
と

の
情
報
は
な
い
。

　

お
そ
ら
く
、
メ
ジ
ュ
ロ
よ
り
も
更さ

ら

に
北
―
マ
ー
シ
ャ
ル

諸
島
の
中
心
地
で
あ
る
ク
ェ
ゼ
リ
ン
環
礁
の
航
空
基
地
か
ら

来
襲
し
た
の
だ
ろ
う
。

「
空
襲
の
被
害
集
計
が
出
ま
し
た
。
輸
送
船
一
隻
沈
没
、
二

隻
大
破
で
す
。
被
弾
し
た
輸
送
船
の
一
隻
は
、
油ゆ

脂し

を
運
ん

で
い
た
た
め
、
消
火
に
手て

間ま

取ど

っ
て
い
る
と
の
報
告
で
す
」

　

第Ｃ

Ｄ

１

０

一
〇
巡
洋
艦
戦
隊
旗き

艦か
ん

「
シ
カ
ゴ
」
の
艦か

ん

橋き
ょ
う
に
、
参

謀
長
ロ
バ
ー
ト
・
ブ
ロ
ス
中
佐
が
報
告
を
上
げ
た
。

　

Ｃ
Ｄ
10
は
、
第Ｔ

Ｆ

２

１

二
一
任
務
部
隊
に
所
属
し
て
お
り
、
第Ｃ九

巡
Ｄ

９

洋
艦
戦
隊
や
駆く

逐ち
く

艦か
ん

二
五
隻
と
共
に
、
輸
送
船
団
の
護
衛

に
当
た
っ
て
い
る
。

　

タ
ラ
ワ
攻
略
に
当
た
っ
た
第
一
海
兵
師
団
二
万
二
〇
〇
〇

名
と
補
給
物
資
を
運
ん
で
来
た
輸
送
船
五
四
隻
は
、
全
て
礁

湖
に
入

に
ゅ
う

泊は
く

し
て
お
り
、
荷に

下お

ろ
し
の
作
業
中
だ
。

　

海シ

ー
・
ビ

ー

ズ

軍
設
営
隊
が
飛
行
場
を
設
営
し
、
航
空
部
隊
の
第
一
陣

が
タ
ラ
ワ
に
進
出
す
る
ま
で
は
、
護
衛
部
隊
も
こ
の
地
に
留と

ど

ま
る
必
要
が
あ
っ
た
。

「
日
本
軍
の
守
備
隊
は
？
」

「
海
兵
隊
か
ら
の
報
告
で
は
、
ほ
ぼ
掃そ

う

討と
う

を
終
え
た
よ
う
で

す
。
一
部
の
兵
が
内
陸
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
に
逃
げ
込
み
ま
し
た

が
、
二
、
三
日
中
に
は
一
掃
で
き
る
だ
ろ
う
、
と
の
こ
と
で

し
た
」
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Ｃ
Ｄ
10
司
令
官
ド
ナ
ル
ド
・
コ
ー
ウ
ィ
ン
少
将
の
問
い
に
、

ブ
ロ
ス
は
淀よ

ど

み
な
く
返
答
し
た
。

「
タ
ラ
ワ
の
守
り
に
就つ

い
て
い
た
の
は
、
軽
武
装
の
歩
兵
が

一
〇
〇
〇
名
程
度
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
戦
車
は
お
ろ
か
、
装

甲
車
す
ら
な
く
、
陣
地
の
構
築
も
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な

か
っ
た
と
か
」

「
最
前
線
に
し
て
は
、
守
り
が
手て

薄う
す

だ
な
」

「
も
と
も
と
日
本
軍
に
は
、
タ
ラ
ワ
に
本
格
的
な
航
空
基
地

を
建
設
す
る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
先
の
タ

ラ
ワ
沖
海
戦
の
際
、
同
地
を
攻
撃
し
た
『
レ
キ
シ
ン
ト
ン
』

の
艦
上
機
隊
は
、
タ
ラ
ワ
に
展
開
し
て
い
た
航
空
機
は
水
上

機
の
み
だ
っ
た
と
報
告
し
て
い
ま
す
」

　

情
報
参
謀
の
ジ
ャ
ッ
ク
・
ラ
ン
ザ
少
佐
が
言
っ
た
。

「
タ
ラ
ワ
は
、
洋
上
監
視
用
の
小
規
模
な
基
地
で
し
か
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
か
」

「
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ
ル
バ
ー
ト
方
面
に
お
け
る
日
本
軍
の
最

重
要
拠
点
は
ク
ェ
ゼ
リ
ン
環
礁
で
す
。
ク
ェ
ゼ
リ
ン
が
砦と

り
で、

タ
ラ
ワ
は
そ
の
前ぜ

ん

哨
し
ょ
う

地ち

と
い
う
位
置
づ
け
で
し
ょ
う
」

「
彼
ら
が
さ
ほ
ど
重
視
し
て
い
な
か
っ
た
基
地
が
、
我わ

が
合

衆
国
に
と
っ
て
は
、
反
攻
の
拠
点
と
な
る
。
前
哨
地
が
砦
を

陥か
ん

落ら
く

さ
せ
る
わ
け
だ
」

　

コ
ー
ウ
ィ
ン
は
ニ
ヤ
リ
と
笑
っ
た
。

　

太
平
洋
艦
隊
は
、
九
月
三
日
の
タ
ラ
ワ
沖
海
戦
で
空
母
二

隻
を
失
っ
て
退
却
し
た
が
、
こ
れ
は
一
時
的
な
後
退
で
し
か

な
か
っ
た
。

　

海
戦
の
間
、
後
方
で
待
機
し
て
い
た
Ｔ
Ｆ
21
は
、
日
本
艦

隊
が
本
土
に
引
き
上
げ
る
の
を
待
っ
て
、
こ
の
日
―
九
月

一
五
日
、
タ
ラ
ワ
の
攻
略
に
か
か
っ
た
の
だ
。

　

一い
っ

旦た
ん

、
日
本
本
土
に
引
き
上
げ
た
艦
隊
が
、
慌あ

わ

て
て
ギ
ル

バ
ー
ト
諸
島
に
駆
け
つ
け
よ
う
と
し
て
も
、
簡
単
に
は
い
か

な
い
。

　

燃
料
、
弾
薬
の
補
給
と
、
日
本
本
土
か
ら
ギ
ル
バ
ー
ト
諸

島
ま
で
の
航こ

う

程て
い

を
考
え
れ
ば
、
ど
れ
ほ
ど
急
い
で
も
一
〇
日

は
か
か
る
。

　

そ
れ
ま
で
に
、
合
衆
国
は
タ
ラ
ワ
の
攻
略
と
飛
行
場
の
設

営
を
終
え
、
航
空
部
隊
を
進
出
さ
せ
て
い
る
。
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タ
ラ
ワ
沖
海
戦
は
、
戦
略
的
に
は
決
し
て
敗
北
で
は
な
か

っ
た
。

　

空
母
二
隻
の
犠ぎ

牲せ
い

と
引
き
替
え
に
、
タ
ラ
ワ
攻
略
の
作
戦

目
的
を
達
成
し
た
の
だ
か
ら
、
む
し
ろ
勝
利
と
言
っ
て
い
い
。

　

気
に
な
る
の
は
、
日
本
軍
の
水
上
部
隊
の
動
き
だ
。

　

情
報
で
は
、
ク
ェ
ゼ
リ
ン
環
礁
に
巡

じ
ゅ
ん

洋よ
う

艦か
ん

を
中
心
と
し

た
有
力
な
部
隊
が
待
機
し
て
い
る
と
い
う
。

　

こ
の
部
隊
が
、
タ
ラ
ワ
に
駆
け
付
け
て
来
る
可
能
性
は
高

い
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

今
日
か
ら
明
日
に
か
け
て
が
、
タ
ラ
ワ
を
巡め

ぐ

る
戦
い
の
山や

ま

場ば

だ
。

　

時
刻
は
、
現
地
時
間
の
二
二
時
一
二
分
。

　

Ｔ
Ｆ
21
は
現
在
、
二ふ

た

手て

に
分
か
れ
、
タ
ラ
ワ
の
警
戒
に
当

た
っ
て
い
る
。

　

Ｃ
Ｄ
10
が
所
属
す
る
第Ｔ

Ｇ

２

１

・

２

二
一
・
二
任
務
群
の
現
在
位
置
は
、

環
礁
北
端
に
位
置
す
る
バ
イ
リ
キ
島
よ
り
の
方
位
三
〇
〇
度
、

一
二
浬
。

　

重
じ
ゅ
う

巡じ
ゅ
ん「
シ
カ
ゴ
」「
チ
ェ
ス
タ
ー
」「
ペ
ン
サ
コ
ラ
」
に
、

第Ｄ

Ｄ

Ｇ

３

３

三
三
駆
逐
隊
の
リ
バ
モ
ア
級
駆
逐
艦
五
隻
が
付
き
従
っ
て

い
る
。

　

重
巡
三
隻
は
、
合
衆
国
海
軍
の
巡
洋
艦
の
中
で
は
古
い
タ

イ
プ
に
属
す
る
が
、「
シ
カ
ゴ
」「
チ
ェ
ス
タ
ー
」
は
二
〇
セ

ン
チ
三
連
装
砲
三
基
九
門
、「
ペ
ン
サ
コ
ラ
」
は
二
〇
セ
ン

チ
三
連
装
砲
、
連
装
砲
各
二
基
で
合
計
一
〇
門
。

　

火
力
は
、
最
も
新
し
い
ニ
ュ
ー
・
オ
ー
リ
ン
ズ
級
に
引
け

を
取
ら
な
い
。

　

巡
洋
艦
一
個
戦
隊
程
度
の
相
手
な
ら
、
勝
算
は
充
分
あ
る

と
コ
ー
ウ
ィ
ン
は
考
え
て
い
た
。

「
来
る
な
ら
来
い
、
ジ
ャ
ッ
プ
！
」

　

コ
ー
ウ
ィ
ン
が
敵て

き

愾が
い

心し
ん

を
込
め
て
呟つ

ぶ
やい
た
と
き
、
艦
橋
見み

張は
り

員い
ん

の
報
告
が
上
げ
ら
れ
た
。

「
上
空
に
爆
音
！ 

機
数
二
機
な
い
し
三
機
！
」

「『
魔ウ

ィ
ザ
ー
ド

法
使
い
』
よ
り
全
艦
。『
魔ウ

ィ
ッ
チ女
が
来
る
』。
繰
り
返
す
。

『
魔
女
が
来
る
』
！
」

　

コ
ー
ウ
ィ
ン
は
咄と

っ

嗟さ

に
、
Ｔ
Ｆ
21
の
全
艦
に
警
報
を
発
し

た
。
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機
数
か
ら
判
断
し
て
、
上
空
に
飛ひ

来ら
い

し
た
不
明
機
は
、
敵

の
観
測
機
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

　

予
想
さ
れ
た
通
り
、敵
艦
隊
が
夜や

襲し
ゅ
うを
か
け
て
来
た
の
だ
。

「
観
測
機
発
進
！
」

「
シ
カ
ゴ
」
艦
長
ハ
ワ
ー
ド
・
ボ
ー
デ
大
佐
が
飛
行
長
ビ
リ

ー
・
ト
レ
ン
ト
大
尉
に
命
じ
た
と
き
、
上
空
か
ら
青
白
い
光

が
降
り
注
ぎ
始
め
た
。

　

光
量
は
さ
ほ
ど
大
き
く
な
い
が
、
二
基
の
二
〇
セ
ン
チ
三

連
装
砲
塔
や
艦
首
の
揚よ

う

錨び
ょ
う

機き

が
、
は
っ
き
り
見
え
て
い
る
。

「
後
部
見
張
よ
り
艦
橋
。『
チ
ェ
ス
タ
ー
』
の
上
空
に
吊

ち
ょ
う

光こ
う

弾だ
ん

を
確
認
。
今
、『
ペ
ン
サ
コ
ラ
』
の
上
空
で
も
点
灯
し
ま

し
た
！
」

　

後
部
指
揮
所
か
ら
、
新
た
な
情
報
が
報し

ら

さ
れ
る
。

　

艦
橋
の
後
ろ
か
ら
、
射
出
音
が
届
く
。

　

観
測
機
の
ヴ
ォ
ー
ト
Ｏ
Ｓ
２
Ｕ
〝
キ
ン
グ
フ
ィ
ッ
シ
ャ

ー
〞
が
、
夜
空
に
向
け
て
放
た
れ
た
の
だ
。

「
ジ
ャ
ッ
プ
は
ど
こ
だ
⁉
」

「
砲
術
、
敵
の
発
見
急
げ
！
」

　

コ
ー
ウ
ィ
ン
の
苛い

ら

立だ

っ
た
叫さ

け

び
を
受
け
、
ボ
ー
デ
が
砲
術

長
ロ
ニ
ー
・
メ
イ
ス
ン
中
佐
に
命
じ
た
。

　

射
撃
指
揮
所
も
、
見
張
員
も
、
ま
だ
敵
艦
発
見
を
報
告
し

て
い
な
い
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
先
制
攻
撃
を
受
け
る
。

「
ど
こ
だ
、
ジ
ャ
ッ
プ
！ 

ど
こ
に
―
」

　

コ
ー
ウ
ィ
ン
の
声
が
、
途
中
で
止
ま
っ
た
。

「
シ
カ
ゴ
」
の
左さ

舷げ
ん

前
方
に
、
多
数
の
光
が
ほ
と
ば
し
っ
た

の
だ
。

「
敵
艦
、
左
三
〇
度
、
七
〇
〇
〇
ヤ
ー
ド
（
約
六
四
〇
〇
メ

ー
ト
ル
）
！
」

「
敵
は
重
巡
四
！ 

そ
の
前
方
に
駆
逐
艦
を
確
認
！
」

　

メ
イ
ス
ン
が
二
つ
の
報
告
を
上
げ
、

「『
ウ
ィ
ザ
ー
ド
』
よ
り
『
精ス

ピ
リ
ッ
ツ霊』。

目
標
、
左
三
〇
度
の
敵

艦
。
砲
撃
始
め
！
」

　

コ
ー
ウ
ィ
ン
が
叩
き
付
け
る
よ
う
に
下か

令れ
い

し
た
。

「
艦
長
よ
り
砲
術
。
主
砲
、
左
砲
戦
。
目
標
、
敵
重
巡
一
番

艦
。
砲
撃
始
め
！
」

　

ボ
ー
デ
が
メ
イ
ス
ン
に
下
令
し
、「
シ
カ
ゴ
」の
前
甲
板
で
、
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主
砲
塔
が
左
に
旋
回
し
た
。

　

そ
の
砲
口
に
発
射
炎
が
ほ
と
ば
し
る
よ
り
早
く
、
夜や

気き

が

激
し
く
振
動
し
た
。

　

来
る
！ 

―
コ
ー
ウ
ィ
ン
が
直
感
し
た
と
き
、「
シ
カ

ゴ
」
の
前
方
に
多
数
の
水み

ず

柱ば
し
らが
奔ほ

ん

騰と
う

し
た
。

　

艦
底
部
か
ら
爆
圧
が
突
き
上
が
り
、「
シ
カ
ゴ
」
の
艦
首

が
水
柱
に
突
っ
込
む
。
海
水
が
揚
錨
機
や
甲
板
に
落
ち
か
か

り
、
朦も

う

気き

が
立
ち
込
め
る
。

　

敵
の
第
二
射
と
「
シ
カ
ゴ
」
の
第
一
射
が
、
ほ
ぼ
同
時
だ

っ
た
。

「
シ
カ
ゴ
」
の
前
甲
板
に
火か

焔え
ん

が
ほ
と
ば
し
り
、
発
射
の
反

動
が
艦
を
貫つ

ら
ぬき
、
全
長
一
八
三
メ
ー
ト
ル
、
基
準
排
水
量
九

三
〇
〇
ト
ン
の
艦
体
を
震
わ
せ
た
。

「『
チ
ェ
ス
タ
ー
』
射
撃
開
始
」

「『
ペ
ン
サ
コ
ラ
』
射
撃
開
始
」

　

後
部
見
張
員
が
、
僚

り
ょ
う

艦か
ん

の
動
き
を
報
告
す
る
。

　

再
び
敵
弾
の
飛ひ

翔し
ょ
う

音お
ん

が
迫せ

ま

り
、
艦
の
周
囲
で
大
気
が
鳴め

い

動ど
う

し
た
。

「
シ
カ
ゴ
」
の
前
方
に
、
再
び
多
数
の
水
柱
が
上
が
っ
た
。

　

発
射
炎
の
そ
れ
と
は
異こ

と

な
る
閃せ

ん

光こ
う

が
前
甲
板
に
走
り
、
真

っ
赤
な
火
焔
が
奔
騰
し
た
。

　

被
弾
は
、
一
発
だ
け
で
は
な
い
。

　

直
撃
の
た
び
、
甲
板
の
板
材
が
空
中
に
噴
き
上
げ
ら
れ
、

揚
錨
機
が
吹
き
飛
ば
さ
れ
る
。

　

第
一
砲
塔
に
も
一
発
が
直
撃
し
、
砲
身
三
門
の
う
ち
二
門

が
吹
っ
飛
ぶ
。
砲
塔
の
天て

ん

蓋が
い

が
大
き
く
ま
く
れ
上
が
り
、
そ

の
下
か
ら
大
量
の
黒
煙
が
噴
出
す
る
。

　

直
撃
弾
は
、「
シ
カ
ゴ
」
の
前
部
に
集
中
し
た
の
だ
。

「
シ
カ
ゴ
」
の
射し

ゃ

弾だ
ん

も
着
弾
し
た
は
ず
だ
が
、「
命
中
」
の

報
告
は
な
い
。
初
弾
は
空か

ら

振ぶ

り
に
終
わ
っ
た
の
だ
。

「
第
一
砲
塔
と
前
甲
板
に
被
弾
。
消
火
急
げ
！
」

　

ボ
ー
デ
が
ダ
メ
ー
ジ
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・
チ
ー
ム
の
チ
ー

フ
に
下
令
し
た
と
き
、
左
前
方
に
こ
れ
ま
で
の
も
の
よ
り
も

強
烈
な
閃
光
が
ほ
と
ば
し
っ
た
。

　

光
の
中
に
浮
か
び
上
が
っ
た
敵
艦
の
シ
ル
エ
ッ
ト
が
、
コ

ー
ウ
ィ
ン
の
目
を
射い

た
。



15 第一章　第二次ギルバート沖海戦 

　

型
ま
で
は
は
っ
き
り
分
か
ら
な
い
が
、
艦
橋
は
か
な
り
の

ヴ
ォ
リ
ュ
ー
ム
を
持
つ
よ
う
だ
。
高タ

カ
オ
・
タ
イ
プ

雄
型
―
妙

ミ
ョ
ウ
コ
ウ
・
タ
イ
プ

高
型
と

共
に
、
日
本
海
軍
が
世
界
に
誇ほ

こ

る
重
巡
か
も
し
れ
な
い
。

「
シ
カ
ゴ
」
も
第
二
射
を
放
つ
。

　

健
在
な
第
二
砲
塔
が
、
二
〇
セ
ン
チ
砲
三
門
の
砲
口
に
発

射
炎
を
閃ひ

ら
めか
せ
、
爆
風
が
火
災
煙
を
吹
き
飛
ば
す
。

「
シ
カ
ゴ
」
は
、
ま
だ
挟

き
ょ
う

叉さ

弾だ
ん

を
得
て
い
な
い
。

　

に
も
関
わ
ら
ず
、
メ
イ
ス
ン
は
斉せ

い

射し
ゃ

に
踏ふ

み
切き

っ
た
の
だ
。

　

発
射
の
反
動
が
収お

さ

ま
る
の
と
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
、
敵
弾

多
数
の
飛
翔
音
が
聞
こ
え
始
め
た
。

　

轟ご
う

音お
ん

が
「
シ
カ
ゴ
」
の
頭
上
を
圧あ

っ

し
、
艦
全
体
を
包
ん
だ

直
後
、
先
の
被
弾
時
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
衝
撃
が
襲
い
か

か
っ
た
。
艦
橋
内
の
全
員
が
弾は

じ

け
飛
び
、
内
壁
や
海か

い

図ず

台だ
い

、

伝で
ん

声せ
い

管か
ん

に
叩
き
付
け
ら
れ
た
。

　

敵
弾
が
命
中
す
る
衝
撃
に
、「
シ
カ
ゴ
」
の
艦
体
が
激
し

く
震
え
、
悲
鳴
じ
み
た
大
音
響
を
発
し
た
。
フ
ッ
ク
や
ボ
デ

ィ
ブ
ロ
ウ
を
続
け
ざ
ま
に
打
ち
込
ま
れ
た
ボ
ク
サ
ー
が
、
苦く

悶も
ん

し
て
い
る
か
の
よ
う
だ
っ
た
。

　

衝
撃
が
収
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、
コ
ー
ウ
ィ
ン
は
の
ろ
の
ろ

と
身
体
を
起
こ
し
た
。

　

直
後
、
大
き
く
よ
ろ
め
き
、
海
図
台
に
も
た
れ
か
か
っ
た
。

「
シ
カ
ゴ
」
は
、
前
の
め
り
に
大
き
く
傾
斜
し
て
い
る
の
だ
。

　

一い
っ

変ぺ
ん

し
た
艦
の
前
部
が
、
艦
橋
の
窓
か
ら
見
え
る
。

　

健
在
だ
っ
た
第
二
砲
塔
は
、
第
一
砲
塔
同
様
無む

惨ざ
ん

な
姿
に

変
わ
り
、
絶た

え
間ま

な
く
黒
煙
を
噴
き
出
し
て
い
る
。

　

艦
首
は
大
き
く
断た

ち
割わ

ら
れ
た
上
、
海
面
付
近
ま
で
沈
下

し
、
周
囲
で
は
海
水
が
激
し
く
泡
立
っ
て
い
る
。

　

直
撃
弾
は
「
シ
カ
ゴ
」
の
前
部
に
集
中
し
、
主
砲
塔
を
叩

き
潰
し
た
上
、
艦
首
を
破
壊
し
た
の
だ
。

「
機
関
長
、
両

り
ょ
う

舷げ
ん

停
止
！ 

艦
首
よ
り
、
浸
水
が
発
生
し

て
い
る
！
」

　

コ
ー
ウ
ィ
ン
は
艦
内
電
話
に
飛
び
つ
き
、
機
関
長
ロ
バ
ー

ト
・
フ
ィ
ル
モ
ア
中
佐
に
命
じ
た
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
艦
長
を
通
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

今
は
危き

急き
ゅ
う
の
時
だ
。
命
令
系
統
の
一
時
的
な
無
視
も
止や

む

を
得え

な
か
っ
た
。
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―
「
シ
カ
ゴ
」
の
行ゆ

き
足あ

し

が
止
ま
っ
た
と
き
に
は
、
日

本
艦
隊
の
砲
火
は
、「
チ
ェ
ス
タ
ー
」
と
「
ペ
ン
サ
コ
ラ
」

に
向
け
ら
れ
て
い
る
。

「
チ
ェ
ス
タ
ー
」
艦
長
チ
ャ
ー
ル
ズ・
セ
シ
ル
大
佐
は
、「
シ

カ
ゴ
」
が
落ら

く

伍ご

し
た
直
後
、

「『
ペ
ン
サ
コ
ラ
』
に
信
号
。『
我
に
続
け
』」

「
取と

り

舵か
じ

一
杯
。
針
路
二
五
五
度
！
」

「
艦
長
よ
り
砲
術
。
目
標
、
敵
重
巡
一
番
艦
！
」

　

と
、
続
け
ざ
ま
に
下
令
し
た
。

　

砲
戦
開
始
の
直
前
に
発
進
し
た
観
測
機
が
、

「
敵
針
路
二
五
五
度
」

　

と
報
告
し
て
来
た
こ
と
や
、
発
射
炎
の
中
に
浮
か
び
上
が

っ
た
敵
艦
の
シ
ル
エ
ッ
ト
か
ら
、
日
本
艦
隊
が
Ｔ
字
を
描
い

て
い
る
こ
と
を
悟さ

と

っ
た
の
だ
。

　

敵
弾
が
唸う

な

り
を
上
げ
て
飛
来
す
る
中
、「
チ
ェ
ス
タ
ー
」

と
「
ペ
ン
サ
コ
ラ
」
は
し
ば
し
直
進
を
続
け
る
。

　

周
囲
の
海
面
は
、
至
近
弾
に
よ
っ
て
激
し
く
沸わ

き
返か

え

り
、

爆
圧
が
艦
底
部
を
突
き
上
げ
る
。

　

敵
を
射し

ゃ

界か
い

に
収
め
て
い
る
第
一
、
第
二
砲
塔
は
砲
撃
を
繰

り
返
す
。
発
射
の
た
び
、
砲
声
が
殷い

ん

々い
ん

と
海
面
を
渡
り
、
鋼

鉄
製
の
艦
体
が
反
動
に
震
え
る
。

　

敵
弾
が
次
々
と
落
下
し
、
水
柱
が
林
立
す
る
中
、「
チ
ェ

ス
タ
ー
」
の
艦
首
が
左
に
振
ら
れ
る
。

　

左
前
方
に
見
え
て
い
た
発
射
炎
が
右
に
流
れ
、
右
前
方
か

ら
右
正せ

い

横お
う

へ
と
移
動
し
て
ゆ
く
。

　

艦
が
直
進
に
戻
る
よ
り
早
く
、
最
初
の
直
撃
弾
が
襲
っ
て

来
た
。

　

艦
の
右う

舷げ
ん

側
に
二
本
、
左
舷
側
に
一
本
の
水
柱
が
奔
騰
す

る
と
同
時
に
、
衝
撃
が
二
度
、
立
て
続
け
に
襲
い
、
鋼
鉄
製

の
巨
体
が
激
し
く
震
え
た
。

　

そ
れ
が
収
ま
ら
ぬ
う
ち
に
、
新
た
な
衝
撃
が
襲
い
か
か
り
、

艦
橋
の
後
方
か
ら
何
か
が
壊
れ
る
よ
う
な
音
が
届
い
た
。

「
第
三
砲
塔
損
傷
！
」

「
射し

ゃ

出し
ゅ
つ

機き

被
弾
！
」

　

射
撃
指
揮
所
と
ダ
メ
ー
ジ
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・
チ
ー
ム
か

ら
、
被
害
状
況
報
告
が
上
げ
ら
れ
る
。
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「
お
の
れ
…
…
！
」

　

セ
シ
ル
は
唇

く
ち
び
るを
噛か

み
締し

め
、
呻う

め

き
声
を
漏も

ら
す
。

　

回か
い

頭と
う

に
よ
っ
て
同ど

う

航こ
う

戦
に
持
ち
込
む
つ
も
り
だ
っ
た
が
、

そ
の
前
に
主
砲
塔
一
基
を
破
壊
さ
れ
、
火
力
の
三
分
の
一
を

奪
い
去
ら
れ
た
の
だ
。

　

敵
が
新
た
な
射
弾
を
放
つ
前
に
、「
チ
ェ
ス
タ
ー
」
は
直

進
に
戻
っ
た
。

　

健
在
な
第
一
、
第
二
砲
塔
が
、
待
ち
か
ね
て
い
た
か
の
よ

う
に
発
射
炎
を
閃
か
せ
、
砲
声
が
轟と

ど
ろい
た
。

　

ほ
と
ん
ど
同
時
に
、
右
舷
側
海
面
に
多
数
の
閃
光
が
ほ
と

ば
し
り
、
敵
艦
の
シ
ル
エ
ッ
ト
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。

　

彼ひ

我が

の
射
弾
が
上
空
で
す
れ
違
い
、
夜
気
を
震
わ
せ
る
。

敵
弾
の
飛
翔
音
が
迫
り
、
轟
音
が
艦
を
包
む
。

　

新
た
な
衝
撃
が
「
チ
ェ
ス
タ
ー
」
を
襲
い
、
基
準
排
水
量

九
二
〇
〇
ト
ン
の
艦
体
が
激
し
く
振
動
し
た
。

　

被
害
状
況
報
告
が
届
く
よ
り
早
く
、
敵
重
巡
が
第
二
斉
射

を
放
ち
、
閃
光
が
艦
影
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
。

「
チ
ェ
ス
タ
ー
」
も
、
第
一
、
第
二
砲
塔
で
反
撃
す
る
。

　

右
舷
側
に
発
射
炎
が
ほ
と
ば
し
り
、
発
射
の
反
動
を
受
け

た
艦
体
が
震
え
る
。

　

轟
音
と
共
に
、
敵
弾
が
襲
っ
て
来
た
。

「
チ
ェ
ス
タ
ー
」
の
左
右
両
舷
に
多
数
の
水
柱
が
奔
騰
し
、

直
撃
弾
炸さ

く

裂れ
つ

の
衝
撃
が
続
け
ざ
ま
に
走
っ
た
。

　

艦
体
や
上
部
構
造
物
を
破
壊
す
る
一
撃
と
、
艦
底
部
を
突

き
上
げ
る
爆
圧
に
、
艦
は
発ほ

っ

作さ

を
起
こ
し
た
よ
う
に
震
え
、

悲
鳴
じ
み
た
叫

き
ょ
う

喚か
ん

を
放
っ
た
。

　

発
射
の
反
動
を
受
け
た
艦
体
が
、
僅わ

ず

か
に
左
へ
と
傾か

し

ぐ
。

「
チ
ェ
ス
タ
ー
」
の
射
弾
も
着
弾
し
て
い
る
は
ず
だ
が
、
砲

術
長
ジ
ャ
ッ
ク
・
オ
リ
ビ
エ
中
佐
か
ら
「
命
中
！
」
の
報
告

は
ま
だ
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
砲
撃
は
、
こ
と
ご
と
く
空
振
り

に
終
わ
っ
て
い
る
。

「
せ
め
て
一い

っ

矢し

…
…
！
」

　

セ
シ
ル
が
呟
い
た
と
き
、
敵
重
巡
が
第
三
斉
射
を
放
っ
た
。

「
チ
ェ
ス
タ
ー
」
も
、
反
撃
の
射
弾
を
放
つ
。

　

何
発
も
の
直
撃
弾
と
、
至
近
弾
の
爆
圧
に
痛
め
つ
け
ら
れ

な
が
ら
も
健
在
な
二
基
の
主
砲
塔
が
、
轟
然
た
る
砲
声
と
共
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に
、
六
発
の
二
〇
セ
ン
チ
砲
弾
を
叩
き
出
す
。

　

敵
弾
多
数
の
飛
翔
音
が
、
み
た
び
「
チ
ェ
ス
タ
ー
」
の
頭

上
か
ら
迫
っ
た
。

　

セ
シ
ル
が
不ふ

吉き
つ

な
予
感
を
覚お

ぼ

え
た
と
き
、
艦
橋
内
に
黒
い

塊
か
た
ま
りが
飛
び
込
み
、
全
世
界
が
真し

ん

紅く

に
染そ

ま
っ
た
。

　

敵
重
巡
の
一
、
二
番
艦
か
ら
、
続
け
ざ
ま
の
斉
射
を
浴
び

せ
ら
れ
た
「
チ
ェ
ス
タ
ー
」
は
、
全
て
の
主
砲
を
爆ば

く

砕さ
い

さ
れ

た
上
、
丈た

け

高た
か

い
三さ

ん

脚き
ゃ
く

檣し
ょ
うを
根
こ
そ
ぎ
に
さ
れ
て
い
る
。

　

上
甲
板
や
艦
内
の
通
路
で
は
炎
が
の
た
う
ち
、
噴
出
す
る

黒
煙
は
艦
の
半な

か

ば
以
上
を
覆お

お

っ
て
い
る
。

　

機
関
は
ま
だ
生
き
て
お
り
、
艦
を
前
に
進
ま
せ
て
い
た
が
、

速
力
は
大
幅
に
低
下
し
て
お
り
、
い
つ
行
き
足
が
止
ま
っ
て

も
お
か
し
く
な
か
っ
た
。

　

Ｃ
Ｄ
10
の
三
番
艦
「
ペ
ン
サ
コ
ラ
」
は
、「
チ
ェ
ス
タ
ー
」

の
後
方
に
取
り
残
さ
れ
て
い
る
。

　

上
部
構
造
物
の
被
害
は
比
較
的
少
な
い
も
の
の
、
機
関
は

完
全
に
停
止
し
て
お
り
、
艦
は
右
舷
側
に
大
き
く
傾
斜
し
た

状
態
だ
。

　

日
本
艦
隊
の
射
弾
は
、
舷げ

ん

側そ
く

を
貫
通
し
て
缶
室
に
突
入
し
、

「
ペ
ン
サ
コ
ラ
」
の
心
臓
部
を
粉
砕
し
た
の
だ
。

　

艦
の
周
囲
に
は
、
ど
す
黒
い
重
油
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

　

既す
で

に
「
総
員
退
去
」
が
命
じ
ら
れ
、
上
甲
板
か
ら
は
、
乗

員
が
次
々
と
海
面
に
身
を
躍お

ど

ら
せ
て
い
た
。

２

　

短
時
間
の
戦
闘
で
Ｃ
Ｄ
10
の
重
巡
三
隻
を
戦
闘
不
能
に

陥
お
と
し
いれ
た
の
は
、
ク
ェ
ゼ
リ
ン
環
礁
よ
り
出
撃
し
た
「
挺て

い

身し
ん

攻こ
う

撃げ
き

隊た
い

」
―
第
四
艦
隊
隷れ

い

下か

の
水
上
砲
戦
部
隊
だ
っ
た
。

　

独
立
旗
艦
の
高
雄
型
重
巡
「
鳥

ち
ょ
う

海か
い

」
と
第
六
戦
隊
の
重

巡
「
青あ

お

葉ば

」「
加か

古こ

」「
衣き

ぬ

笠が
さ

」
に
、
第
七
水
雷
戦
隊
を
加
え

た
編
制
だ
。

「
鳥
海
」
は
開
戦
時
、
南な

ん

遣け
ん

艦
隊
の
旗
艦
と
し
て
マ
レ
ー
作

戦
の
支
援
に
従
事
し
て
い
た
が
、
開
戦
の
翌
日
に
生せ

い

起き

し
た

マ
レ
ー
沖
海
戦
で
、
英
国
が
誇
る
最
新
鋭
戦せ

ん

艦か
ん「
プ
リ
ン
ス・

オ
ブ
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
」、
巡
洋
戦
艦
「
リ
パ
ル
ス
」
と
砲
火
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を
交
え
て
い
る
。

「
鳥
海
」
は
こ
の
と
き
の
戦
い
で
損
傷
し
、
内な

い

地ち

に
回
航
さ

れ
た
が
、
修
理
完
了
と
同
時
に
第
四
艦
隊
に
配
属
さ
れ
、
中

部
太
平
洋
の
守
り
に
就
い
た
。

　

第
六
戦
隊
は
、
四
月
の
マ
ー
シ
ャ
ル
沖
海
戦
に
参
加
し
た

後
、
内
地
に
戻
っ
て
修
理
と
整
備
を
行
い
、「
鳥
海
」
と
共

に
第
四
艦
隊
の
指
揮
下
に
入
っ
た
。

　

第
七
水
雷
戦
隊
は
、
長な

が

良ら

型
軽
巡
の
「
由ゆ

良ら

」
を
旗
艦
と

し
、
第
三
水
雷
戦
隊
の
隷
下
に
あ
っ
た
第
一
一
、
二
〇
両
駆

逐
隊
の
吹ふ

ぶ
き雪
型
駆
逐
艦
七
隻
を
異
動
さ
せ
て
い
る
。

　

開
戦
時
、
第
四
艦
隊
司
令
長
官
は
井い

の

上う
え

成し
げ

美よ
し

中
将
が
務
め

て
い
た
が
、
マ
ー
シ
ャ
ル
沖
海
戦
終
了
後
、
井
上
は
海
軍
兵

学
校
長
に
異
動
し
、
後
任
に
は
海
兵
同
期
の
鮫さ

め

島じ
ま

具と
も

重し
げ

中
将

が
任
ぜ
ら
れ
た
。

　

タ
ラ
ワ
の
第
六
三
警
備
隊
よ
り
、

「
敵
艦
船
多
数
接
近
。『
タ
ラ
ワ
』
上
陸
ノ
公コ

ウ

算サ
ン

大ダ
イ

ナ
リ
」

　

と
の
第
一
報
が
届
い
た
と
き
、
第
四
艦
隊
司
令
部
は
挺
身

攻
撃
隊
に
対
し
、
直た

だ

ち
に
タ
ラ
ワ
へ
の
出
撃
を
命
じ
た
。

　

指
揮
は
鮫
島
が
自
ら
執と

る
べ
き
と
こ
ろ
だ
が
、
第
四
艦
隊

は
マ
リ
ア
ナ
、
ト
ラ
ッ
ク
、
マ
ー
シ
ャ
ル
、
ギ
ル
バ
ー
ト
と

い
っ
た
広
大
な
海
域
の
警
備
を
主
任
務
と
し
て
い
る
。

　

鮫
島
が
艦
上
で
戦
死
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
中
部

太
平
洋
は
指
揮
官
不
在
と
な
り
、
防
衛
態
勢
に
混
乱
を
来き

た

す
。

　

こ
の
た
め
挺
身
攻
撃
隊
の
指
揮
は
、
第
六
戦
隊
司
令
官
五ご

藤と
う

存あ
り

知と
も

少
将
に
委ゆ

だ

ね
ら
れ
て
い
た
。

「
敵
二
、
三
番
艦
、
行
き
足
止
ま
り
ま
し
た
！
」

「
七
水
戦
司
令
部
よ
り
報
告
。『
敵
駆
逐
艦
二
隻
撃
沈
、
一

隻
撃
破
。
敵
二
隻
ハ
遁ト

ン

走ソ
ウ

セ
リ
』」

「
う
む
！
」

　

二
つ
の
報
告
を
受
け
、
五
藤
は
満
足
の
声
を
漏
ら
し
た
。

「
敵
艦
隊
見
ゆ
」
の
第
一
報
が
入
っ
た
後
、
敵
に
気
づ
か
れ

ぬ
よ
う
丁て

い

字じ

を
描
き
、
距
離
を
六
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で
詰つ

め
た
と
こ
ろ
で
砲
撃
を
開
始
し
た
。

　

結
果
、
戦
闘
の
主
導
権
は
終

し
ゅ
う

始し

日
本
側
が
握
り
、
一
方

的
に
叩
き
の
め
す
こ
と
が
で
き
た
の
だ
。

　

こ
ち
ら
の
被
害
は
、「
青
葉
」
と
「
加
古
」
に
一
発
ず
つ
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が
命
中
し
、
上
甲
板
や
高
角
砲
を
損
傷
し
た
程
度
だ
。

　

両
艦
と
も
、
戦
闘
・
航
行
に
支し

障し
ょ
う
は
な
い
。
挺
身
攻
撃

隊
は
、
ま
だ
充
分
力
を
残
し
て
い
る
。

「
隊
列
は
乱
れ
て
い
な
い
か
？
」

「
七
水
戦
、
隊
列
の
乱
れ
あ
り
ま
せ
ん
。
六
戦
隊
も
、
乱
れ

な
し
と
の
報
告
で
す
」

　

五
藤
の
問
い
に
、
首
席
参
謀
貴き

島じ
ま

掬き
く

徳の
り

中
佐
が
返
答
し
た
。

　

第
六
戦
隊
の
旗
艦
は
「
青
葉
」
だ
が
、「
鳥
海
」
は
内
地

で
修
理
し
た
際
、
通
信
機
を
最
新
の
も
の
に
換か

ん

装そ
う

し
、
旗
艦

と
し
て
の
能
力
が
向
上
し
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
五
藤
は
、
出
撃
前
に
将

し
ょ
う

旗き

を
「
青
葉
」
か
ら

「
鳥
海
」
に
移
し
て
い
た
。

　

索
敵
機
の
情
報
に
よ
れ
ば
、
敵
の
輸
送
船
は
環
礁
南
西
部

の
ベ
チ
オ
島
と
南
東
部
の
ボ
ン
リ
キ
島
周
辺
に
集
ま
っ
て
い

る
。

　

ベ
チ
オ
島
の
西
側
か
ら
環
礁
の
南
側
に
回
り
込
み
、
環
礁

越
し
に
船
団
を
砲
撃
す
れ
ば
よ
い
、
と
五
藤
は
考
え
て
い
た
。

　

海
軍
時
計
で
時
刻
を
確
認
し
、
五
藤
は
力
を
込
め
て
下
令

し
た
。

「
艦
隊
針
路
一
八
〇
度
。
発
動
一ヒ

ト

九キ
ュ
ウ

四ヨ
ン

五ゴ

（
日
本
時
間
。
現

地
時
間
二
二
時
四
五
分
）。
タ
ラ
ワ
の
敵
輸
送
船
団
を
撃げ

き

滅め
つ

す

る
！
」

　

軽
巡
洋
艦
「
由
良
」
艦
長
佐さ

藤と
う

四し

郎ろ
う

大
佐
は
、
海
軍
時
計

の
針
が
一
九
時
四
五
分
を
指
す
と
同
時
に
、

「
取
舵
一
杯
。
針
路
一
八
〇
度
！
」

　

を
下
令
し
た
。

「
取
舵
一
杯
。
針
路
一
八
〇
度
！
」

　

航
海
長
矢や

崎ざ
き

繁し
げ
る

少
佐
が
操
舵
室
に
指
示
を
送
る
。

「
由
良
」
は
し
ば
し
直
進
を
続
け
た
後
、
艦
首
を
大
き
く
左

に
振
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
艦
橋
の
死し

角か
く

に
隠
れ
て
い
た
後
方
の
艦
―

七
水
戦
隷
下
の
吹
雪
型
駆
逐
艦
や
、
旗
艦
「
鳥
海
」、
六
戦

隊
の
重
巡
三
隻
が
、
左
舷
側
に
見
え
始
め
た
。

「
後
部
見
張
、
後
続
艦
の
動
き
報
せ
」



★
ご
覧
い
た
だ
い
た
立
ち
読
み
用
書
籍
は
Ｐ
Ｄ
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形
式
で
、
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
続
き
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書
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に
て
お
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、
お
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し
み
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だ
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い
。




